
共同研究

日本 と国際社会の関わ り

歴史認識 の溝 〈2004年 度報告 〉

斎 藤 純 一・

日本 が他 の国々 と歴 史認識の溝 を埋 めるには ど うした らよいか とい う深遠 な問い

か けで始 まった共 同プ ロジェク トも既 に2年 目を終 えよ うとしている。昨年 の夏 に

ミュンヘ ンの郊外 にあるダ ッハ ウ強制収容所跡 を訪れ、 日本 と ドイツの過 去に対す

る向 き合い方、そ して償 い方の違 いに考 えさせ られ ることが多々あった。 夏の暑い

時期 に も拘 らず親が子供に熱心 に第 二次大戦時の悲劇 を伝 えてい る姿を見て、 ドイ

ツが戦後 国際社会 で周囲の国々か ら信頼 を勝 ち得 てきた理 由が何 とな く伝 わって く

るよ うであった。

戦後 の ドイツの過去 に向 き合 う姿 を論 じる時によ く日本 の歴史家の間で引用 され

るのが、 ヴァイツゼ ッカー元大統領 の 「荒れ野の40年 」 とい う演説 にお ける以下

の言葉 である。

罪 の有無、老幼いずれ を問わず 、われわれ全員が過去 を引 き受 けねばな り

ませ ん。全員 が過去か らの帰結に関わ りあってお り、過去 に対す る責任 を負

わ されてい るのであ ります。

心に刻みつづ けることがなぜ か くも重要であるかを理解す るため、老幼 た

がいに助 け合 わね ばな りません。 また助 け合 えるのであ ります。

問題 は過 去を克服す ることではあ りませ ん。 さよ うな ことができるわ けは

あ りません。後 になって過去 を変 えた り、起 こらなかった こ とにす るわ けに

はまい りませ ん。 しか し過去 に 目を閉ざす者 は結局の ところ現在 にも盲 目と

な ります(拍 手)。 非人 間的 な行為 を心 に刻 も うとしない者 は、またそ うし

た危 険に陥 りやす いのです。

ユ ダヤ民族 は今 も心に刻み、これか らも常に心 に刻みつづ けるであ りま しょ
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う。われ われ は人間 として心か らの和解 を求 めてお ります。

ま さしくこのために こそ、心 に刻む ことな しに柏解 はあ りえない、 とい う

一事 を理解せねばな らぬのです
。何百万人 もの死を心 に刻 む ことは世界 のユ

ダヤ人一人一人の内面の一部なのであ りますが、これはあのよ うな恐怖 を人 々

が忘れ ることができない、 とい うだ けの理 由か らではあ りませ ん。 心に刻む

とい うのはユ ダヤの信仰の本質 だか らで もあるのです。(注1)

ダ ッハ ウ強制収容所跡 を見学 している間 中ヴァイ ツゼ ッカー元大統領 の 「過去 に

目を閉 ざす ものは結局 の ところ現在 に も盲 目とな ります。」 とい う言葉が常 に脳裏

に浮 かんで きた。 日本 が戦後歴 史問題 に関 してア ジアの国々 ど積極的 に向き合 って

こなかった ことが、 ドイ ツでの滞在 を通 して痛 く実感 できた。特 に強制収容所跡 を

案 内 して くれ た英国人 のガイ ドが、 「日本 で も第二次大戦 中に中国で虐殺 や人体実

験 を行 った と聞いていますが、 この様な収容所跡 を見学 して何 か学ぶ ものはあ りま

すか?」 と聞かれ、咄嵯 に 「戦後 ドイ ツが周囲の国々の信頼 を得 るために歴史の過

去 とい うもの に正面か ら向き合 ってきた姿に 日本 は大い に学ぶべ きものがあ る。」

と答 えた当時の気持 ちは今 もまった く変 わっていない。一人 で も多 くの人 々に こ う

した気持 ちを伝 えたい と気持 ちを新 たに した次第 である。

ダ ッハ ウ強制収容所跡 を訪れた後でホ ロコース トをある意味表象す るといわれ る

ア ウシュ ビッツ強制収容所跡 を十数年ぶ りに訪れ た。 ポー ラン ドの クラクフ郊外 に

ある強制収容所跡ヘバ スが近づ くにつれ て周囲の風景が重 々 しくな り、何 かを語 り

か けて くるよ うであった。想像力 を逞 しくすれ ば、 このア ウシュビッツ収容所 で単

にユダヤ人 であ るとい うだけの理 由で強制労働 を強い られ 、最後にはガ ス室へ と送

られた人 々の苦 しみや悲 しみ が理解 できるはず である。

最近 「アンネの 日記」 を知 らない 日本の若者 が増 えてい るよ うである。活字離れ

が進 んでいる とはいえ世界で聖書 と並んでベ ス トセ ラー とされてい る書物 を読 んで

いない とい うことは、人間 と しての共通の価値基準 を共有 できていない と言 うこ と

がで きるのではないか。 アムステル ダムの市内にア ンネー家の隠れ家が あるが、大

きな本棚 の背後 が隠れ 家への入 り口になっていた。昼 間は音 を立てずに身 を潜 め、

下の階 で働 く人 々に気 づかれ ない よ うに何年 も生活 していたのである。外 の明か り

もま ともに入 らない狭 い部屋の 中で、ア ンネ は 自分の体の成長 とともに、精神 的 に

大人 になってい く過程 を 日記 とい う形 を通 して少 女な りの視 点で描写 している。 人

間同士が憎 しみや偏見 とい った感情 を捨て1日 も早 く平和な世界が到来す ることを
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願 っていた にも拘 らず、終戦 まで後僅 か とい うところでアンネはア ウシュビッツ強

制収容所へ送 られ、短い一生 を終えたのである。 なぜ 当時ユダヤ人 であるとい う理

由だけで罪のない人々が強制収容所送 りとなったのか平和 を謳 歌 してい る若い世代

には真剣 に考 えて も らいたい ものである。

普段 の生活 でタバ コの吸殻 を平気 で道端や廊下 に捨 て、公 共物 を傷つ けた りす る

行 いは、遠 い将来文化や習慣の違い で人間を蔑視 し、傷つ けるよ うな行動 を起 こす

か もしれ ない とい うのはあながち誇張 ではないか もしれ ない。小 さな驕 りや嫉妬心、

或いは偏見 といった ものすべてがア ウシュビッツへ繋 がってい るとい って も過言で

はないので ある。過 去8年 間にわたる専門ゼ ミで様々な差別や偏 見の事例 を出 しな

が ら訴 えたかったのはま さにこ うした点だったので ある。即 ち人間の心 に時 として

起 こる邪悪 な感情が時 として大 きな悲劇 をもた らす ことがある とい うことなのであ

る。

ア ウシュ ビッツ強制収容所跡 を訪れ る人が先ず 目にす るのが、入 り口の門に掲 げ

られ た"ArbeitMachtFrei(労 働 は諸君 を 自由にす る)"と い う言葉 であ る。 当時

収容 され た人々は僅かの食料 と睡眠時間で厳 しい労働 を強要 されたのである。 かっ

てのバ ラック跡を見学す る とどの施設 で も静寂 と沈黙が支配す る空間 となる。 多 く

の訪問者 はこれがあのバ ッハやベー トーベ ンを生 み出 した ヨー ロッパ文化の 中枢部

で起 こった ことなのか と疑いた くなる。 こ うした狂気 とも呼べる精神状態は ヨー ロッ

パ文化 に昔 か ら存在 していた ものなのか、或いは何 らかの要因が重な り噴 出 した も

のなのかは議論が分 かれ る ところで ある。

ホロコース トが引き起 こ された要因 としては 「意 図主義」 と 「機 能主義」に大き

く分 け られ る。(注2)意 図主義 の立場 に立っ とヒ トラー は最初か らユダヤ人 を虐

殺す る とい う意 図 を持 っていたこ とになる。数年 前 に 日本 で も翻訳 されたR・ ヒル

バ ー クの 「ヨー ロ ッパ ・ユ ダヤ人 の絶滅 」 は意 図主義の立場 に立つ 著作で ある。

(注3)一 方の 「機 能主義」の立場 に立っ とヒ トラー に最初か ら虐殺 の意 図があっ

たわけではな く、周 囲を取 り巻 く様 々な要 因が作用 して虐殺へ と導いた とい うこ と

になる。 当時の歴 史の複雑 な絡み合い を考 える と 「機能主義」 を唱 える研究者 も多

い。 自分 自身 ダ ッハ ウや ア ウシュ ビッツ を訪れ る前 は、 「機 能主義」の立場 を とっ

ていたが、強制収容所 内を 自分の足で歩 き回ってい る うちに、あのよ うな悲劇 的な

出来事 は最初か ら明確 な意思がない と実行不可能ではないか と確信す るに至 った。

ア ウシュビッツ強制収容所内の女性の髪 の毛 を展示 して あるガラスの前 で何故 こ

うした非人間的 な行為 が明確 な意 図な しにできるものなのか と自問 自答 してみた。
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イス ラエル にあるヤ ド・バ シェムでは人間の死体 か ら作った とされ る石鹸が展示 さ

れてい ると聞いてい るが、人 間は戦争 のよ うな非常時には どこまで残酷 になれ るの

か と人 間不信 に陥 るこ ともあった。

ア ウシュ ビッツを訪れた ときにガイ ドを務 めて くれたポー ラン ド人女性 の真摯な

態度 は今 もはっき りと覚 えてい る。説明の途 中で 「ユダヤ人は どう定義できるので

すか?人 種や宗教的な集 団 と定義す る人 もお りますが…」 と質問を投げか けてみた。

ガイ ドの女性 は 「ユ ダヤ人 は どの よ うな存在 か とい うことに関 しての明確 な定義 は

ない とい うのが適切 か もしれませ ん。」 と前置き してか ら、 「ヒ トラーは無理 に遺伝

学的な見地 か らユ ダヤ人 を定義 しよ うと試 みたのです。」 と説 明 し、その場 で少 し

考え込む よ うに 「私 もイ スラエル に行 った ときに多 くの学者 か らその よ うな質問を

受 けま したが、ユ ダヤ人 に関 しての明確 な定義 はないのです。」 と回想 していた。

そのガイ ドは最後 に一言、 「かつ てカ トリックの尼僧でガス室に送 られ た人 がいる

のです。 その尼僧 はカ トリックとして生活 していなが ら、当時 の遺伝学的な見地 か

ら家系 にユ ダヤ人 の血が流れ てい るとい う理 由で ガス室送 りにな ったのです。」 と

静か に語 りかけユダヤ人 を定義す ることの難 しさを語 って くれた。

収容所 内での展示物 を見なが ら傍 らで 日本 人の旅行者 が 「これが本 当に人間の仕

業 なのか?」 と眩 くのを耳に した。第 二次大戦中の 日本軍 も規模 は異 なるが、同 じ

よ うな虐殺 を行 った とされてい るのである。 現代 の 日本人 でア ウシュ ビッツ収容所

跡 を見学 して南京大虐 殺やハル ビンにお ける七三一細菌戦部隊の人体実験 を思い起

こす人は僅かであろ う。被 害者 とい う視点で ものは見れ るが、歴 史におけ る加害者

としての視点が欠落 してい るのが最近 の 日本人 の特徴の よ うに思えてな らないので

ある。

広 島の平和記念資料館 では一年 を通 じて児童 ・生徒たちが平和学習 をす る姿が見

受 け られ るが、加害者 の視 点による過去の歴史 に対す る反省 がない ことが気 にかか

る。 同施設では先ず最初 に 目に入 るパネル として 日本 軍のア ジアへ の侵 略を説明す

るパネルが僅かにあるが、その後 の原爆投下に関す る多 くの展示物 のために加 害者

としての 日本 とい う視 点が欠落 して しま うのである。果た して このよ うな平和教育

に よ り健全 な精神 の 日本人 を育成で きるのであろ うか。かつてA級 戦犯 人だった東

条英機 を扱 った 「プ ライ ド」 とい う映画が、かつての 日本 軍の戦争行為 を美化 す る

として物議 を醸 した。確 かに極東軍事裁判 のや り方 に関 してはい くつかの問題 点が

指摘 されている。 た とえば、戦勝国の論理で裁判 を進 める中で、アメ リカ による広

島 と長 崎へ の原爆投下 の責任 は不問に付 し、戦犯容疑者 の刑 罰の確 定を当時あま り
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技術が発達 していなかった同時通訳 を通 して行 った とい うことが挙 げ られ る。通訳

者 の訳が明確 に伝 わ らなか った り、上官 を庇 って罪 を被 ろ うとした戦犯容 疑者 もい

たた めに当時 の技術 では うま く通訳で きず に絞首刑 となった者 も多 かった との証言

があるの も事実である。 こ うした事情 を踏 まえて歴 史修正主義者 たちは異 口同音 に

東京裁判 は戦勝国が敗戦国 を一方的に裁 いた ものだ と主張す る。

ゼ ミの卒論で も小林 よ しの り氏 の 「ゴーマニ ズム ・スペ シャル(戦 争論)」 に言

及す る学生 が毎年何人 かい ることは事 実である。小林氏の著書は歴 史を体系的に学

んでいない と書かれ ていることがあたか も唯一の歴史的真実 のよ うに思 えて しま う

のかも しれ ない。小林氏 は若者 の心 に直接訴 えかけ る手法で、母国のために 自らの

命 を犠牲 に した勇気 あ る先代の人 々がいたこ とを誇 りに思 うよ うに と述べ てい る。

しか し大東 亜共栄圏構想 な どと呼ばれ るものが真 にアジアの民衆 が欧米列強か ら解

放 され るこ とを願 って打ち出され たものであるかは、当時の 日本 の植 民地支配 を受

けていた人々の証言に耳を傾 けれ ばす ぐに分 かるこ とである。,.年 前 にベ トナムか

ら日本 に留学に来てい る30代 の男性 か ら太平洋戦争 当時 日本 軍がベ トナムでも一

般民衆 を殺害 した事実 を語 って くれ た。戦況があや しくなる と日本 の軍隊は猜疑心

の あま り反 日と思われ る人はすべて連行 し、拷 問 し殺 害 したこ とはシ ンガポール の

華人 に対す る扱 い と全 く同様 だったのである。

個人 的な体験で はあるが、今 か ら25年 前 にフ ィ リピンのホー ムーステイ先 で第

二次大戦 中にフィ リピンの将校 だった人か ら当時の 日本軍の行為 について聞か され

た。 しか しその元将校 だった人 は 「いつまで も過去 の ことに こだ わっていてはな ら

ない。お互い許 しあい、協力 して生きてい くことが大切だ。」 と語 って くれた。 フィ

リピンは熱 心なカ トリック教徒 の多い国であるが、 自分 自身に宗教的な背景がなけ

れ ば耳にす ることのなかった貴重 な証言である。

又 当時東南アジア に進 出 している 日本の企業が現地の技術発展 に貢献 してい る と

教 わっていたが、フィ リピンで 日本 の企業を見学 してみ る と、 日本の技術者 の説 明

と現地 の人々の意識 には大きな隔た りのあることに気づいた。或 る意味東南 アジア

の経 済発展 とは表 向きで、戦後の 日本 は 自然 を破壊 し、大気汚染や水質汚濁 な どの

環境公 害を輸 出 していた と言 えるのか もしれ ない。

自分 自身の 目で フ ィ リピンでの体験 を脳裏 に焼 き付 けてい たので、後 になって

「朝鮮半 島における 日本 の植 民地支配 は朝鮮の近代化 を促 した。」 とい う議論 を耳 に

した ときは何か不 自然 な印象を受 けた。他人の家 に放火 した後で近代的な ビル を建

設 してやった のだか ら感謝せ よと言 っているよ うな稚拙 な議論で ある。 当時朝鮮 半
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島に建設 した鉄道や橋、そ して工場や病院 といった施設 は現地の人 々のため とい う

よ り日本 国内の産業発展 のために建設 したのであ り、国内で極 貧に陥 った人 々を現

地 に送 り込む とい う日本政府 の 目論 見があったこ とを忘れてはな らない。又近代化

とい う定義 に関 して も東 アジアで逸早 く西欧の文明 を取 り入れ た 日本 と東 アジアの

他 の国々 とでは大 き く異 なる とい うことが挙 げ られ る。換言すれ ば、 当時の 日本は

自国の論理 を東ア ジアに押 し付 けてはな らなか ったのである。(注4)

最近東アジアにおける 日本 の立場 は悪化 してい るよ うであ る。新聞 を見 ても竹 島

の領 土問題や第二次大戦中のアジアにおける植民地支配に対す る心か らの謝罪 といっ

た懸案事項 が大 き く取 り上げ られてい る。 ドイ ツが戦後一貫 して周囲の国々 に示 し

てきた謝罪 の念を 日本 も同 じよ うに示 さなけれ ば 日本はます ます東アジアで孤立 し

てい くことにな るであろ う。第二次 大戦で 日本 は敗戦国ではあって もア ジアにおい

ては加 害者 の立場 にあ ることを忘れて はな らない。 「過去 の ことは過去 の事 として

水 に流 し、未来 に繋 げてい こ う」な どと加 害者 でもある我 々 日本人 は決 して言 って

はな らないのである。
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